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街角交流施設「マルコの蔵」 
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金山大堰の施設管理 

１１ 

金山大堰の特徴 
 

「常緑
とこみどり

杉山 

四方にめぐらして光しずけき水清き町」 
これは、昭和 32 年２月に制定された「町の歌」であ

る。金山町は国内最大級の杉の美林を誇り、神室山系
から流れ来る清流が金山大堰を通して町の中を縦横に
走る。この歌詞から現在まで続く金山町の情景を伺い知
ることができる。 

家庭井戸への干渉を考慮し、底面には穴開きブロッ
クを使用し、水を地下に浸透させている。 

要望箇所調査の状況 
近年は越水が多くなっているが、監視員が水門で
水位管理を徹底している。 

金山町水利組合 
組合長 伊藤重好さん

 

 金山大堰は金山町水利組合が町や地域住民、付近の事業所などと協力し金山町水
利組合が管理している。 
 組合の活動内容として、６月に総会を開催、８月に大堰の水を抜いて草刈りや土砂上
げ、10月に役員で改修などの要望箇所調査や検討会を実施している。 
 組合長の伊藤重好

しげよし
 さんは「『大堰』は地元の人にとって重要な施設であり、水が流れてい

て当たり前の存在。水門などの一部の施設が耐用年数を過ぎているなど課題はあるが、点
検を丁寧に行って施設の長寿命化を図り、大切にしていきたい」と抱負を語ってくれた。 

土砂上げの状況 
地元の建設会社も施設管理に協力している。 

清流の流れる宅地内水路

 

通常の水路の改修はコンクリート水路に整備する
ものだが、町並みに調和し、次世代へ繋ぐ財産にした
いとの思いで石積み水路に整備していくこととなった。 
平成 18 年に日本の農業を支えてきた代表的な

用水路として認められ、「疏水
そ す い

百選」に選ばれている。 
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